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リ
ゾ

ー
ト

開
発

四
年
半

の
様
変

わ

り

総

合
保

養

地
域
整

備
法

(
リ
ゾ

i

卜
法
)

が
施
行

さ

れ

て

か
ら

、

早
く

も

四
年

半

の
時

が
流

れ

た
。

制
定

当
時

、

こ
の

法
律
は
、

国
民

の
余
暇
志
向

へ
の
対
応
、
貿
易
摩
擦

の
解
消

・

内
需

の
拡

大

、
民
間

(
企
業

)
活

力

の
発
揮
、

地

域
振
興

へ

の
貢

献

な
ど

と
、

日
本
経

済

の
幾

重

も

の
課

題
を

一
挙

に
解

決

し

て
く
れ

る

万
能

薬

で
あ

る

か

の
よ
う

に
も

て
は

や
さ
れ

た
。そ
し

て
折

か
ら

の
バ

ル
ブ

経
済

の
波

に
乗

っ
て
、

リ
ゾ
ー

ト
開
発

の
嵐

は

日
本

列
島

に
吹

き
荒

れ
た
。

そ
れ

か
ら

四
年

、

い
ま
は

法
制

定
時

の
面
影

は

な

い
。

リ
ゾ
ー

ト
開
発

は
、

政

治

や
行

政

の
汚
染

を
含

め

て
、
様

々
な
弊
害

を
露

呈
し
、

そ

れ

と
と
も

に

マ
イ

ナ

ス

・
イ

メ
ー

ジ
を
伴

う
よ
う

に
な

っ
た
。

大

規
模

リ
ゾ

ー

ト
開
発

へ
の
批
判

は
年

々
増

幅
さ

れ
、

い
ま

や
リ

ゾ
ー

ト
法

そ

の
も

の
の
廃

止
を
求

め

る
声

さ

え
聞

か
れ

る
ほ

ど

の
変

わ

り
よ

う

で
あ

る
。

法
律

制
定

か
ら
満

四
年
を

経

た

一
九
九

一
年

六
月
、

各
新

聞

は

独
自

の
調
査

を
行

な

っ
て
、

リ
ゾ
ー

ト
開
発

の
現

況
を

報

道

し

た
。

そ
の
紙
面

に
は
、

「
リ
ゾ
ー

ト
構

想

各
地

で

つ

ま
ず

き
」

「
夢

覚

め
た

リ
ゾ

ー

ト
列

島
」

(
朝

日

)
、

「
逆

風

リ
ゾ

ー

ト
開

発
」

(
日
経

)
、

「
十

九
道
府

県

で
反
対

運

動
」

(毎

日

)
な
ど

の
大

見

出
し

が
躍

っ
て
い
る
。

ど

の
新

聞
も

一
様

に
、

バ

ル
ブ

経
済

の
崩
壊

に
よ
る
企
業

の
資
金

難
、

環
境

保
護

運
動

の
広

が

り
、

地
域
振

興
を

め
ぐ

る
企

業

と
地

元

の
認
識

の
ギ

ャ

ッ
プ

が

つ
ま
ず

き

の
要

因
だ

と
指

摘

し

て

い
る
。

開

発
構

想
が

あ
ま

り

に
も
乱

立

し
た

た
め
、

生
き

残
れ

る

の
は
関
東

地
方

を
中

心

に
、
全

体

で

二
割
程

度

で
あ

ろ
う

、

と

い
う
政

府

サ
イ
ド

の
見

通

し
が

さ
さ

や
か
れ

て
い
る
。

そ

ん

な
悲
観

的
な
状

況

の
も

と

で
、
百

二
十

九
も

の
開
発

構
想

が

ひ
し

め
く
北
海

道

は
、

一
体

ど

う
な

っ
て

い
く

の
か
。
進

出
企
業

の
倒
産
、

融
資
疑

惑

に
伴

う
計
画

の
挫
折

が
相
次
ぎ

、

開
発

に
伴

う
自

然
破
壊

や
市
町

村
財
政

の
圧
迫

を
懸
念

す

る

道
民

の
批

判
も
高

ま

っ
て

い
る
。

そ
う

し
た
流

れ

の
変

化

の
中

で
、
道

議
会

は

つ
い
最

近
、

「
リ
ゾ

ー
ト

の
乱

開
発

の
抑
制

に
関
す

る
決

議
」

(
46

ペ
ー

ジ
参

照

)
を
行

な

い
、

総
務

庁

の
道
行

政
監

察
局

も
開

発
計

画

の
地
域
偏

重

や
過
渡

の
民
間

企
業
依

存
を

警
告

し

て
、
開

発

の
調
整

の
必
要

を

指
摘

し
た
。

そ
し

て
道
庁

も

よ
う

や
く

市
町
村

か
ら
開
発

実
情

の

ピ
ア
リ

ソ
グ

を
は

じ
め

た
。

い
ま

の
と

こ
ろ
北

海
道

の
リ
ゾ

ー

ト
開
発

熱

が
鎮
静

化

し
た
と

い

う
確
証

は
な

い
。

だ
が
、
開

発
構
想

の
規

模
を
縮

小
し
た

り
、

ゴ

ル

フ
場
開

発
を

凍
結

す

る
自
治
体

も
出

は
じ

め

た
。

北
海

道

の
リ
ゾ

ー

ト
開

発

も
曲

が
り
角

に
立

た
さ
れ

て
い
る

こ
と

は
確

か

で
あ
る
。

全
国
で
八
百
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想

リ
ゾ
ー
ト
法
の
趣
旨
を
見
て
お
こ
う
。
各
都
道
府
県
ご
と

に

「特
定
地
域
」
を
設
定
し
、
そ
の
特
定
地
域
の
な
か
で
リ

ゾ
ー
ト
施
設
を
総
合
的
に
整
備
す
る
数
カ
所
の

「重
点
整
備

地
区
」
を
決
め
て
、
都
道
府
県
が
民
間
企
業
中
心
の
開
発
計

画
を
立
て
る
。
こ
れ
を

「基
本
構
想
」
と
し
て
国
の
承
認
を

受
け
れ
ば
、
企
業
に
は
税
制

・
金
融
上
の
優
遇
措
置
と
自
治

体
の
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
現
在
、
三
十
五
道
府
県
で

基
本
構
想
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
に
は
他
の
府
県
の

二
倍
の
面
積

(
三
十
万
む

)
を
占
め
る

「富
良
野

・
大
雪

リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
」
が
あ
る
。
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最

終
的

に
は

四
十

以
上

の
道
府

県

が
名

乗

り
を
あ
げ

る

も

の
と

予
想

さ

れ

て

い
る

が
、

そ
う

な
れ
ば

特
定

地
域

の
面
積

は
、

国
土

面
積

の
十

七
%

に
達

す

る
。

し

か
し
、

リ
ゾ

ー
ト

開

発

は

こ
れ

だ
け

に
と

ど
ま

ら
な

い
。

リ
ゾ

ー

ト
法

外

の
リ

ゾ

ー
ト
開

発

、
す

な
わ

ち
、

民
間

企
業

や
第

三

セ
ク
タ

ー
、

そ
れ

に
市

町

村
が

主
体

と
な

っ
て
行

な

う
事

業
ま

で
加

え
る

と
、

そ

の
数

は
膨

大

な
も

の
に
な

る
。

国
土

庁

で
さ
え
全

貌

を
把

握

し

て

い
な

い
。

三
菱
総

研

の
調

べ
で
は
、

八
百

を
超

え

る
構
想

が

動

き
出

し

て
い
る

と

い
う
。

リ
ゾ

ー

ト
法

に
基

づ
く

リ
ゾ

ー

ト
開

発

は
、

お
そ
ら

く

二

百
件

前

後

(
重
点

整
備

地
区

)

で
あ

ろ
う

か
ら
、

リ
ゾ

ー

ト

法

に

よ
ら

な

い
リ
ゾ

ー

ト
開

発

の
方

が
圧

倒
的

に
多

い

こ
と

に
な
る

。

リ
ゾ

ー

ト
開

発

に
は

広
大

な
土

地
を

要
す

る
。

そ

の
た

め
国

は
、

リ
ゾ

ー

ト
法

の
制

定

に
前

後

し

て
、
農

地
法

や
森

林

法

な
ど

の
開
発

規
制

を
緩

和

し

て
、

民
間
企
業

が

リ

ゾ

ー

ト
開
発

の
た

め

に
土

地
を
取

得

し

た
り
活

用

し
た

り
し

や
す

く
な

る

よ
う

に
条
件

を
整

え

た
。

け
れ

ど
も
、

こ
う
し

た
規
制

緩

和

の
恩
恵

は
、

リ
ゾ

ー

ト
法
外

の
リ
ゾ

ー
ト
開

発

に
も
適

用

さ
れ

る

わ
け
だ

か
ら

、

リ
ゾ

ー

ト
法

の
外

で
、

こ

の
よ

う
な

途
方

も

な

い
数

の
開

発
構

想

が
乱

立
す

る

こ
と

に

な

っ
た

の

で
あ
る
。

三
菱

総

研

の
調
査

に
よ
れ
ば

、
開

発

ま

た
は
計

画
中

の
大

規

模

リ

ゾ

ー

ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

(
百

移

以

上

ま

た

は
百

億

円

以
上

)

は
約

四
百

五
十
件

あ

る
。

こ
の
う
ち

関
東

(百

件

)

と
中

部

(
七
十

件

)

に
最

も

集

中

し

、
次

い
で
九

州

(
五
十

件

)
、

東

北

(
同

)

、

近

畿

(
四
十

件

)
、

中

国

(
同
)
、
北
海
道

(同
)
、
沖
縄

(
二
十
件
)
、

四
国

(
同
)
、

北

陸

(同

)

の
順

に
な

っ
て

い
る
。

八
百

を
超

え

る
リ
ゾ

ー

ト
開

発

の
総

面
積

は

国
土

の
三
分

の

一
に
達

す

る

と

い
う
。

も
と

も

と
民

間

企
業

が
先
行

し

て

い
た

リ
ゾ

ー
ト
開

発

に
、

リ
ゾ

ー

ト
法

制
定

に
よ

っ
て
自
治

体

が
巻

き

込
ま

れ
、

さ
ら

に
民

間

企
業

が
追

随

す
る

と

い

っ
た

形

で
、

日
本

列
島

は

い

ま

や

リ
ゾ

ー
ト
開
発

列
島

と
化

し

た
感

が
あ

る
。

事

業
主
体
別

で
は
、

民
間
企

業

の
開

発
が

二
百
件
を
超

え
、

約

半
数

を
占

め

る
。

次

い
で
第

三

セ
ク
タ
ー

に
よ

る
も

の
が

百
件
、

自
治

体

に
よ
る

も

の
が

六
十
件

と
な

っ
て
お
り
、

開

発

の
主
役

は
あ
く

ま

で
民
間

企
業

で
あ
る
。

タ
イ
プ
別

で
は
、

ゴ

ル
フ
場

が
百

三
十
件
、

ス
キ

ー
場
が
九
十
件

と
最

も
多
く

、

次

い

で

マ
リ

ー
ナ

の
六
十
件

と
続

く
。

リ

ゾ
ー

ト

(滞

在

)

だ

か
ら
、

当
然

、

ホ
テ

ル
が
万

遍

な
く
配
置

さ
れ

る
。

か
く

し

て
ゴ

ル
フ
場

・
ス
キ
ー

場

・
ホ
テ

ル
の
三
点

セ

ッ
ト
が

施

設
建

設

の
主
流

を
形

成
す

る

こ
と

と
な

っ
た
。

全
国

の
リ
ゾ
ー

ト
開
発

が

三
点

セ

ッ
ト

に
画

一
化

さ
れ

る

の
は
、

企
業

が
投

下
資
金

の
早
期

回
収

を
狙

っ
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

ゴ

ル
フ
場

に
至

っ
て
は
、
預
託
会
員
権
販

売

に
よ

っ

て
自

己
資
金

ゼ

ロ
で
も

建
設

が

可
能

に
な

る
。

そ
も

そ
も

リ

ゾ
ー

ト
法

が
企

図
し

た
リ
ゾ

ー

ト
と

は
、

「
教
養

文
化

活
動

等
多
様

な
活

動

の
た

め

に
必
要

な
施

設
」

の

「
総

合
的

」

な

整
備

で
あ

っ
た
。

だ

が
、
実

態

は

そ
う

し
た
趣
旨

と

は
大

き

く

か
け
離

れ

て

い
る
。

リ
ゾ

ー

ト
法

に
よ
る

リ
ゾ

ー
ト
開

発

は

ま
だ

一
割
程

度

し
か
完

成

し

て

い
な

い
が
、

換
金

性

の
高

い
三
点

セ

ッ
ト

の
趨

勢
が

今
後

も
続

く

と
す
れ

ば
、

日
本

中

の
リ
ゾ

ー

ト
地
が

ゴ

ル

フ
場

と

ス
キ

i
場

に
埋
め

尽
く

さ
れ

る
。

国

土
庁

も

そ
の
可
能

性

を
否

定

は
し

て

い
な

い
。

北

海
道

リ
ゾ

ー
ト

開
発

の
特

色

北
海

道

の
中

を
見

よ
う
。

道
庁

が

一
九

九

一
年

十

一
月

に

公

表

し
た

「
リ

ゾ
ー

ト
開
発

構
想

に
関
す

る
実
態

調
査

」

に

よ
れ
ば

、

二
百

十

二
市

町
村

中

百
十

の
市

町
村

に
百

二
十

九

の

リ
ゾ

ー
ト
開

発
構

想
が

あ

る
。

こ

の
う
ち

リ
ゾ
ー

ト
法

の

承
認
を
受
け

た

「富

良
野

・
大
雪

リ
ゾ
ー

ト
地
域
整
備
構

想
」

に
係

る

の
は

九
市

町
村

九
件

の

み

で
、

大
半

は
同
法

の
適

用

を
受

け

な

い
構

想

で
あ

る
。

そ

し

て
半

数

を
超
え

る

六
十

九

件

が
道
央

圏

に
集
中

し
、

さ

ら

に
道
東

地
区

に
拡

大
し

て
い

く
傾
向

を

う
か

が
わ

せ
る
。

別
表

に
見
る

よ
う

に
、
事

業

主
体
別

で
は
、

民
間

企
業

と

第

三

セ
ク
タ
ー

が
七
割

近

く
を

占

め
て

い
る
。

全

国
的

な
傾

向

と
比

べ

て
も

民
間

企
業

の
主
導
性

が
強

い
。

ま

た
、

タ
イ

プ
別

で
は
、

ゴ

ル
フ
場
、

ス
キ
ー
場
、

ホ
テ

ル
の
三
点

セ

ッ

ト
を

そ
ろ

え
て

い
る

の
が

三
十
件
、

ゴ

ル

フ
場

の
入

っ
て
い

る
開

発

が

六
十
七
件

と
、

全

体

の
半
数
を
超

え
、

北
海

道

の

リ
ゾ

ー
ト
開

発
が

ゴ

ル

フ
場

依
存

型

の
特
徴

を
持

つ
こ
と
を

示

し

て
い
る
。

ち

な
み

に
、

こ
の
リ
ゾ
ー
ト
型

ゴ

ル
フ
場

に
、

単

体

と

し

て
建

設

さ

れ

る

ゴ

ル

フ
場

を

加

え
る

と

、

既

設

(
百

三
十

二
)

・
造

成
中

・
申

請
中

・
計
画
中

の
数

は

三
百

六
十

を
超

え
る
。

北

海
道

の
広

大

な
自
然

と
低

廉

な
地
価
が

魅
力

で
、
本

州

か

ら
企
業

が
殺

到
す

る
。

リ

ゾ
ー

ト
開
発

に
進
出

す

る
企
業

は
、
観
光
事
業

プ

ロ
パ
ー

の
大
手
、

急
成
長

の
中
堅
デ

ベ

ロ
ッ

パ

ー
、

異
業
種

か
ら

の
参

入

の
三

つ
の
タ
イ
プ

に
類
型

化

さ

れ

る

が
、

こ

の
う
ち
北

海
道

に
集

中
す

る

の
は
主

と
し

て
第

二
、
第

三
の
タ

イ
プ

に
属

す
る

企
業

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
新

参

の
企
業

は

ノ
ウ

ハ
ウ

の
蓄

積

に
乏

し
く
、

ま
た
自

己
資
金

力

も

弱
く

て
バ

ブ

ル
崩

壊

の
影
響

を
受

け

や
す

い
こ
と

は

い

う
ま

で
も

な

い
。

開
発

業
者
が

「
北
海
道

は

や
り

や
す

い
」

と

い
う
よ
う

に
、

北
海

道

は
企
業

の
側

か

ら
見

れ
ば
売

手
市
場

で
あ

る
。

一
次

産
業

の
不
振

や
過
疎

か

ら

の
脱

却

を
求

め
て
、
自

治
体

同
志

が
競

争

し
、
先

駆

け
を
求

め

て
い
る
か

ら
で
あ

る
。

そ

の
た

め
自
治

体

の
対
応

は
拙

速

と
な

り
が
ち

で
あ
る
。

環
境

面

で

の
受

け
入
れ

条
件

の
甘

さ

は
も

と
よ

り
、

第

三

セ
ク
タ

ー

で

許

認

可
部

門
を
担

当
す

る
自

治
体

の
農

地
法
違

反
、

国
土

法

違

反
、

国
庫

補
助

実
施

地

域

の
目
的
外

使
用

な
ど

の
事
件

の

頻
発

は
、

そ

の

こ
と

を
あ

ら

わ
し

て

い
る
。

弱
小

資
本

へ
の
過
度

の
依
存

、

ゴ

ル
フ
場
開

発

へ
の
偏
重
、

脆
弱

な
実

施
体

制

な
ど
様

々
な
要

因
が
重

な

っ
て
、
北

海
道
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の
リ
ゾ

ー

ト
開
発

は
混

乱

の
度

合

い
を
増

し

て

い
る
。

そ
れ

を
直

撃

し
た

の
が

バ

ブ

ル
経
済

の
崩
壊

で
あ

る
。

木

古
内

町

で
は
鉄
骨

加

工

メ
ー

カ
ー

「
共
和

」

が
倒
産

、
恵

山

町

で
は

金

属

加

工

メ
ー

カ
ー

「
三
井
」

が

計
画

中

止
、
秩

父
別

町

で

は
ゲ

ー

ム
ソ

フ
ト
販
売
会

社

が
倒

産
、

浦
臼

町

で
は

「
全

日

販
」

が

不
正
融

資
事

件

に
絡

ん

で
事

業

が
挫

折
、

夕
張

市

で

は

「
ラ
イ

ベ

ッ
ク

ス
」

が
用
地

購

入

の
資
金

計
画

が
立

た
ず

事

業

延
期

と

い

っ
た

よ
う

に
、

バ

ブ

ル

の

ツ
ケ

は
枚
挙

に
暇

が
な

く
、

そ

の

ツ
メ
あ

と
は
痛

々
し

い
。

環
境

問

題

も
難
航

の
大

き

な
要

因

で
あ

る
。

富

良
野

・
大

雪

リ
ゾ

ー
ト
地

域

の
美
瑛

町

で
は
、

第

三

セ
ク

タ
ー
が

ゴ

ル

フ
場
、

ス
キ

i
場
、

温
泉

保
養

施
設

な

ど
を
計

画

し

て

い
る

が
、

こ
れ

ら

が
国
立

公
園

に

か

か
る

こ
と
か

ら
自
然

保
護

団

体

が

反
対

運
動

を
行

っ
て

い
る
。

ま
た
、

同
整

備
地

区
内

の

東

川

町
、

阿
寒

国
立

公
園

屈
斜

路
湖

畔

の
弟

子

屈
町
、

洞
爺

湖

周

辺

の
壮
瞥

町
、
開

陽
台

の
中
標

津
町

、

そ
れ

に
リ
ゾ

ー

ト
開
発

の
成
功

例
と

さ
れ

て

い
る
占

冠
村

や
新
得

町

な
ど

で

も
自

然

環
境

の
保

護
を

求

め
る
運

動

が
盛

ん

で
あ

る
。

大
規

模

の
環

境
破

壊

を
も

た
ら
す

ゴ

ル
フ
場

開
発

を
中

心

に
、

こ

こ

一
、

二
年

、
反

対
運

動

は
急
増

し

て

い
る
。

崩
れ
始
め
た
地
域
振
興
の
神
話

自
治
体
が

「地
域
振
興
」
の
切
り
札
と
し
て
大
規
模
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
か
け
る
期
待
も
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
自
治
体
が

1991年 度 リゾー ト開発に関する実態調査別表1

別表2「 道内の リゾー ト開発構想に関する実態調査」 に係る
ゴルフ場、スキー場の状況

(ゴルフ場)(1991年 度)

期
待

す

る

の
は

、

雇

用
機

会

の
増

大

、
関

連

産

業

の
振

興

(
地

元
産
物

の
利

用
増

加
、

リ
ゾ
ー

ト
客

が

も
た
ら

す
所

得

効

果
、

建
設

時

の
地

元
土

木

・
建

設
業
者

の
活

用
)
、

税

収

入

の
増

加

な
ど

で
あ

る
。

と
く

に
構

造

不
況
業
種

を
抱

え

た

自

治
体

、

一
次
産
業

の
ウ

エ
ー

ト
の
高

い
自
治
体

、
過

疎

に

悩

む
自

治
体

に
と

っ
て
の
期

待
は
大

き

い
。

だ

が
、

こ

こ
リ

ゾ

ー

ト
開
発

に
関

し

て
は
、

利
潤
原

理
を
最

優
先

す
る

企
業

活

動
と

地
域
振

興
を

願

う
自

治
体

の
思
惑

は
、
所
詮

、

同
床

異
夢

な

の

で
あ
る
。

自

治
体

の
期
待

に
応

え
る

べ
く
自

ら

の
活
動

を
律

す

る
企

業

は

ほ
と
ん
ど

な

い
。

と

く

に
競
争

が
激
し

く
な
れ

ば

な
る

ほ
ど

、
冷
厳

な
損

得
勘

定

が
企
業

行
動

を
支
配

す

る
こ
と

に

区 分 1990年 度 1991年 度

1市 町 村 数 一 101 110

2構 想 数 一 118 129

3構 想 の熟度 構想段階
計画策定済み

実施中

34件(28.8%)

15件(11.9%)

69件(59.3%)

35件(27.1%)

16件(12.4%)

78件(60.5%)

4主 な事:業主体 民間主体

第3セ クター主体

自治体主体

未 定

57件(40.1%)

14件(12.1%)

45件(38.8%)

2件

68件(54.4%)

16件(12.8%)

41件(32.8%)

4件

5事 業 費 100億円未満

100億円以上500億円未満

500億円以上

未定又は不明

54件(56.3%)

36件(37.5%)

6件(6.2%)

22件

64件(55.7%)

42件(36.5%)

9件(7.8%)

14件

6利 用 面 積 100ha未 満
100ha以 上500ha未 満

500ha以 上1000ha未 満

1000ha以 上

未定又 は不明

21件(23.3%)

58件(64.4%)

6件(6.7%)

5件(5.6%)

28件

26件(26.0%)

65件(65.0%)

4件(4.0%)

5件(5.0%)

29件

道 庁 「リゾー ト構想 に関 す る実態 調査 」1991年11月

新たな施設をつ くるもの 既存施設を拡張等で活用するもの
支庁名

予 定 造成中 小 計 拡張予定 拡張中 そのまま利用 小 計
計

石 狩 4 4 4

渡 島 12 1 13 1 4 5 18

桧 山

後 志 12 3 15 1 1 2 17

空 知 7 2 9 1 1 2 11

上 川 5 5 1 2 3 8

浜刀 →レ
田 明 1 1 1

宗 谷 2 2 2

網 走 3 2 5 5

胆 振 6 1 7 1 2 3 10

日 高 2 2 2

十 勝 3 3 1 1 4

釧 路 3 3 3

根 室

合 計 57 9 66 5 3 11 19 85

な

る
。
結

論
を

い

え
ば

、
地

域
振
興

の
た
め

に
リ
ゾ

ー

ト
開
発

を
志

す

企

業
な

ど
は
存

在

し

な

い
の

で
あ

る
。

地
方
銀

行

や
日
本

開

発
銀

行

な
ど

で

組

織
す

る

「
瀬

戸

内
海

振
興

計

画
研

究
会

」

の
報
告

書

(瀬

P
内

の
リ
ゾ
ー

ト
開

発
と

地
域
振

興

)
は
、

そ
う

し

た
企

業
と
自

治
体

の
思

惑

の
ギ

ャ

ッ

プ
を
赤

裸

々

に
分

析

し

て

い
る
。

こ
の
報
告
書

は
、

リ
ゾ

ー
ト
開
発

の
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別表2前 ペー ジよ り続 き(ス キ ー 場)

新たな施設をつ くるもの 既存施設を拡張等で活用するもの
支庁名

予 定 造成中 小 計 拡張予定 拡張中 そのまま利用 小 計
計

石 狩 1 1 1

渡 島 1 2 3 3

桧 山 2 2 2

後 志 6 2 8 1 3 4 12

空 知 6 2 8 3 1 4 12

上 川 6 6 1 6 7 13

瓜刀 一伸田 明
1 1 1

宗 谷 4 4 4

網 走 3 1 4 1 3 4 8

胆 振 2 2 1 1 3

日 高 1 1 1 1 2

十 勝 1 1 1

釧 路 1 1 1

根 室

合 計 26 5 31 6 4 22 32 63

(注 意)・ 数 字は市 町村 におけ る リゾー ト構想 で、新 たに施設 をつ くる もの と既

存の施設 の拡張 等に よ り活 用す る ものに分 けて集計 した もの であ る。
・パー ク ゴル フ場 、パ ッ トゴル フ場 、歩 くスキー ・クロス カソ トリー場

等は対 象に してい ない。
・ 「既存施 設 を拡張 等で利用 す るもの」の 「その まま利 用」 とは、既存

施設で特 に拡張計 画の ない ものをい う。

経
済

効

果

を
総

合
的

に
分

析

し
た
唯

一
の
も

の

で
あ
る
。

そ

の
結

論

に
よ
れ

ば
、

雇
用

の
増

加

に

つ
い

て
は
、

地
元

が
期

待

す

る
若

者

の
雇

用
機

会

は
創

出
さ

れ
な

い
。

経
営

の
中

枢

と
な

る
職

種

は
県

外

の
親
会

社

か
ら

の
出

向
者

で
占

め
ら

れ

る

ケ
ー

ス
が

多

い
。

地
元
産

物

の
利
用

に

つ
い

て
も
、

地

元

の
海

産
物

、

農
産

物

の
利

用
は

ほ
ん

の
数

パ
ー

セ
ソ
ト

に
留

ま

り
、

大

都

市
圏

か

ら
直
送

さ
れ

て
く

る
。

リ

ゾ
ー

ト
客

が

も

た

ら
す

所
得

効

果
も

、
最

近

の
リ
ゾ

ー

ト
施

設
は

必
要

な

も

の
は
施

設
内

に

ワ

ソ
セ

ッ
ト

で
揃

え

る

た
め
、

リ

ゾ
ー

ト

業
者

以
外

へ
の
恩
恵

に
乏

し

い
。

所

得

効

果

に

つ
い
て
は
、

固
定
資

産
税

の
増
加

に
よ
り
自

主
財

源

は
増

え
る

も

の
の
、

一
方

で
地
方

交

付
税

交
付

金
が

減
額

さ

れ

る

の
で
、

増
収

分

が
ま

る
ま

る
純
増

と

な

る

わ
け

で
は
な

い
。

建
設

時

の
地

元
業
者

の
活

用
も
、

地

元
自

治
体

は
地
場

業
者

を

よ
り
多

く
使

う

こ
と
を

要
請

す

る
が
、

必
ず

し
も

そ

の
保
証

が

な

い
た
め
、

中
央

資

本

に
独

占

さ
れ

る

こ
と
が
多

い
。

こ
の
よ

う

に
、

実
際

に
事

業
が

開
始

さ
れ

る

と
、
地

元
自

治
体

の
期

待

が

こ
と
ご
と

く
裏

目

に

で
て
し
ま

う

ケ
ー

ス

が
多

い
と
指
摘
し

て
い
る
。

そ

の
う
え
、

リ
ゾ

ー

ト

事

業

を
推

進
す

る
う

え

で

地
元

が
負

う
負

担
、

す
な

わ
ち
、

道
路

整
備

、

水

の

供

給
、

ゴ
ミ
処

理
な
ど

の

基
盤
整

備

に
伴

う
負

担

が
発
生

す

る

の
に
加

え
、
開

発

に
伴

な

い
惹
起

す

る
地
価

高
騰

、
自

然
環

境

・
景
観

・
生

活
環

境

の
破
壊

な

ど

の

マ
イ
ナ

ス
要
素

も
大

き

い
。

そ

の
た
め
報
告

書

は
、

開
発

に
伴

う
プ

ラ

ス
の
効

果

と
地

元
負

担

や

マ
イ

ナ

ス
の
程

度

を

よ
く
考

え

て
、

リ
ゾ

ー

ト
開

発

の
是

非
、

推
進

の
仕
方

な

ど
を
検

討

す

る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
と
結

ん

で

い

る
。

き
わ

め

て
冷

静

、
的
確

な
論

点

の
指

摘

で
あ

る
。

実
施

体

制

(
専
門

職
員

、

ノ

ウ

ハ
ウ
、

事

業
資

金
、
情

報

な
ど

)

が

弱
体

な
北

海
道

の
リ
ゾ

ー

ト
開

発

に
と

っ
て
は
、

と
く

に

傾

聴

に
値

し
よ

う
。*

*

*

民
間

企
業

や
第

三
セ

ク
タ
ー

に
す

べ

て
を
託

す
る
盲

目
的

な
リ
ゾ
ー

ト
神
話

は
、

も
は

や
通
用

し
な
く
な

り

つ
つ
あ
る
。

そ
れ

に
気
づ

い
た
先
駆
的

な
自

治

体
は
、

さ
ま
ざ

ま

な
智
恵

や

ア
イ

デ

ア
を

こ
ら
し

て
、
内

発

的

で
個

性
的

な
ま
ち

づ
く

り
に
適
進
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
熊
本
県
の
阿
蘇
町

(
フ
ァ
ー

マ
ー
リ

ゾ
ー

ト

)
、

福
島

県

の
只

見
町

(
グ

ッ
ト

ラ
ソ
ド
た

も

か
く

)
、

大
分

県

の
湯

布
院

町

(
潤

い
の
あ

る
町
づ

く
り

条
例

)

な
ど

が

そ
れ

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
自
治
体

に
は
、
住

民

が
自

ら
地
域

の
多
彩

な
資

源

を
保
全

・
活
用

し
よ

う
と

い
う
息

吹
が

満
ち

て
お

り
、
地

域

の
活

性
化

と
は
、

何

よ
り

も
そ

こ
に
住

む
人
間

の
精

神
が

活
性

化

す
る

こ
と

で
あ

る
、

と

い
う
共
通

の
認
識

が
見

ら
れ

る
。取

り

返
し

の

つ
か
な

い
自
然

破
壊

を
伴

い
、

か

つ
莫

大
な

資
金

を
投

じ

て
も
、

な
お

先
行

き

不
透
明

な
大
規
模

リ

ゾ
ー

ト
開

発

に
、

地
域
社
会

の
命

運

を
賭

け
る
代

償

は
あ
ま

り

に

も
大

き

い
。
何

の
た
め
、
誰

の
た

め

の
リ
ゾ
ー

ト
開

発

な

の

か

(
目
的

の
明
確
性

)
、

大
規

模

リ
ゾ

ー
ト
以
外

に
方
法

は

な

い

の
か

(選

択
肢

の
多
様

性

)
、

ほ
か
の
自
治
体

に
は
ま

ち
づ

く

り

に

つ
い
て
ど

の
よ
う

な
試

み
が

あ
る

の
か

(情

報

の
取
得

)

、
住

民

の
合

意

は
十
分

に
形

成

さ
れ

て
い
る

の
か

(
住

民

合
意

の
形

成

)
1

北

海

道

の
自
治

体

は
、

こ
れ

ら

の
最

も
単
純

で
、
最

も
根
本

的

な
問

題

に
立

ち
返

っ
て
自

己

点

検

を
行

う

必
要
が

あ
る
。
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